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(57)【要約】
【課題】塗布時のなめらかさに優れ、しかも化粧持ちのよいペンシル状化粧料を提供する
。
【解決手段】（ａ）ベヘニルアルコールを５～２０質量％と、（ｂ）トリメチルシロキシ
ケイ酸を５～２０質量％と、（ｃ）ヘキサヒドロキシステアリン酸ジペンタエリスリチル
、ビスジグリセリルポリアシルアジペート－２、ヒドロキシアルキルダイマージリノレイ
ルエーテルから選ばれる一種又は二種以上よりなる融点が３０℃～５０℃である半固形油
分を１～２０質量％と、を配合する。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）ベヘニルアルコールを５～２０質量％と、
　（ｂ）トリメチルシロキシケイ酸を５～２０質量％と、
　（ｃ）ヘキサヒドロキシステアリン酸ジペンタエリスリチル、ビスジグリセリルポリア
シルアジペート－２、ヒドロキシアルキルダイマージリノレイルエーテルから選ばれる一
種又は二種以上よりなる融点が３０℃～５０℃である半固形油分を１～２０質量％と、
　を配合してなることを特徴とするペンシル状化粧料。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はペンシル状化粧料に関し、より詳しくは、化粧持ちと塗布時のなめらかさに優
れたペンシル状化粧料に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　一般に化粧持ちのよいアイライナーペンシル、アイブローペンシルなどのペンシル状化
粧料は、固型油分、流動油分、揮発油分、樹脂を主成分とし、塗布後、処方中の揮発油分
が揮散すると連続的な皮膜を皮膚上に形成するものである。生成された皮膜は水に不溶で
あるから汗や涙に滲まず、皮脂にも強く、取り除く際はリムーバーで濡らせばはがし取る
ことができる。このタイプのペンシル状化粧料は使用性の点から樹脂の選択が重要である
。近年開発された有機シリコーン樹脂（例えばトリメチルシロキシケイ酸のデカメチルシ
クロペンタシロキサン５０％溶液）を用いたペンシル状化粧料は、耐水性、耐油性が良好
で、化粧持ちに優れているため、汎用されている樹脂である（例えば特許文献１）。
【０００３】
　一方、アイライナーペンシル、アイブローペンシル、リップペンシルのようなペンシル
状化粧料は、鉛筆のように削って使用するタイプと、シャープペンシルのように繰り出し
て使用するタイプがあり、繰り出しタイプには、カートリッジ式に中身が取り替えられる
タイプがある。
【０００４】
　これらのペンシル状化粧料は、目元や唇に直接塗布して用いるため、化粧持ちが良いこ
とに加えて、なめらかに塗布できるものであることが好ましいが、従来知られているペン
シル状化粧料は、この点で必ずしも満足できるものではなかった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００７－２１０９５８
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明の目的は、化粧持ちと塗布時のなめらかさに優れたペンシル状化粧料および化粧
製品を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明者らは鋭意研究の結果、ベヘニルアルコールと、トリメチルシロキシケイ酸と、
特定の半固形油分を配合することで、化粧持ちと塗布時のなめらかさに優れたペンシル状
化粧料が得られることを見出した。
【０００８】
　すなわち本発明は、
　（ａ）ベヘニルアルコールを５～２０質量％と、（ｂ）トリメチルシロキシケイ酸を５
～２０質量％と、（ｃ）ヘキサヒドロキシステアリン酸ジペンタエリスリチル、ビスジグ
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リセリルポリアシルアジペート－２、ヒドロキシアルキルダイマージリノレイルエーテル
から選ばれる一種又は二種以上よりなる融点が３０℃～５０℃である半固形油分を１～２
０質量％と、を配合してなることを特徴とするペンシル状化粧料である。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明のペンシル状化粧料は、塗布時のなめらかさに優れ、しかも化粧持ちのよいもの
である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下に、本発明の最良の実施形態について説明する。
　本発明においては、ベヘニルアルコールとトリメチルシロキシケイ酸を配合することで
化粧持ちを高め、これに特定の半固形油分を配合することで、化粧持ちのよさに加えてな
めらかな塗布感をも有するペンシル状化粧料とすることができたものである。
【００１１】
　本発明で用いられる（ａ）ベヘニルアルコールは、高級アルコールに分類される油性原
料で、ナタネ油の還元アルコールより得られる融点６５～７３℃の白色の固体である。
【００１２】
　（ａ）ベヘニルアルコールの配合量は、ペンシル状化粧料全量中、５～２０質量％であ
り、好ましくは１０～１５質量％である。（ａ）成分が多すぎると硬くなり、少なすぎる
と柔らかくなり、いずれも適度な硬さが得られない。
【００１３】
　次に、（ｂ）トリメチルシロキシケイ酸について説明する。
　（ｂ）トリメチルシロキシケイ酸は、Ｒ3ＳｉＯ1/2単位およびＳｉＯ2単位の組み合わ
せからなり、その割合は平均式：ＲnＳｉＯ(4-n)/2（ｎは１．０から１．８までの値を表
す。）を満足するように選ばれ、約１５００～１００００までの平均分子量を有すること
が望ましい。
【００１４】
　上記トリメチルシロキシケイ酸はベンゼンに可溶であり、各種の方法で製造し得る。一
例をあげると、一般式Ｒ3ＳｉＸ、およびＳｉＸ4（Ｘは加水分解し得る基、たとえば塩素
、臭素、フッ素、アルコキシ基、たとえばメトキシ、エトキシなどの基、アシロキシ基を
表す）で示される化合物を、目的とする樹脂組成に応じてトルエン、ベンゼン、キシレン
などのごとき適当な溶媒に添加し、次いでこの溶媒を適当な酸性溶媒中における希望する
加水分解および共縮合を得るのに十分な量の水中に加える。こうして得られた二相系から
水相を除去し、残留する樹脂状物質を重炭酸ナトリウムあるいは他のアルカリ性物質の充
分量を用いて中和し、溶媒を留去すれば目的のトリメチルシロキシケイ酸が得られる。
【００１５】
　このようなトリメチルシロキシケイ酸としては、あらかじめ揮発油分（溶剤）に溶解さ
せたものを化粧料中に配合することが望ましい。例えば、ＫＦ－７３１２Ｊ、ＫＦ－９０
２１、Ｘ－２１－５５９５（信越シリコーン社製商品名）、ＢＹ１１－０１８（東レ社製
商品名）等が挙げられる。
　また、トリメチルシロキシケイ酸を溶解させるのに用いられる揮発油分（溶剤）として
は、例えばデカメチルシクロペンタシロキサン、オクタメチルシクロテトラシロキサン、
イソパラフィン等が挙げられる。
【００１６】
　本発明における（ｂ）トリメチルシロキシケイ酸の配合量はペンシル状化粧料全量中の
５～２０質量％、好ましくは１０～１５質量％である。トリメチルシロキシケイ酸が５質
量％未満では化粧持ちに欠け、２０質量％を超えて使用すると、のびが重くなる。
【００１７】
　次に、（ｃ）融点が３０℃～５０℃である半固形油分について説明する。
　（ｃ）成分としては、ヘキサヒドロキシステアリン酸ジペンタエリスリチル、ビスジグ
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リセリルポリアシルアジペート－２、ヒドロキシアルキルダイマージリノレイルエーテル
から選ばれる一種又は二種以上であることが好ましい。
【００１８】
　ここで、ヘキサヒドロキシステアリン酸ジペンタエリスリチルとしては市販品としてコ
スモール　１６８Ｍ（日清オイリオ社製）が挙げられる。ビスジグリセリルポリアシルア
ジペート－２としては市販品としてＳＯＦＴＩＳＡＮ　６４９（ＳＡＳＯＬ社製）が挙げ
られる。ヒドロキシアルキルダイマージリノレイルエーテルとしては市販品としてスーパ
ーモル　ＰＳ（クローダジャパン社製）が挙げられる。
【００１９】
　（ｃ）成分の配合量は１～２０質量％であるものとし、好ましくは５～１５質量％であ
る。（ｂ）成分の配合量が１質量％未満の場合は塗布時のなめらかさに欠けるようになり
、２０質量％を超えると塗布時ののびが重くなる。
【００２０】
　本発明においては、上記必須成分としての油分のほか、２－エチルヘキサン酸セチル、
トリイソステアリン酸グリセリル、ジカプリン酸ネオペンチルグリコール、イソステアリ
ルアルコールリンゴ酸ジエステル、トリメチロールプロパントリイソオクタノエート、イ
ソオクタン酸トリグリセリド、ペンタエリスリトールテトライソオクタノエート、パルミ
チン酸オクチル、クエン酸アセチルトリブチル、ジメチルポリシロキサン（6～5000cs）
、メチルフェニルポリシロキサン等の流動油分を用いることができる。
【００２１】
　本発明においては、必須成分であるベヘニルアルコールの他にも、ワックスやロウなど
の固形油分を併用してもよい。ベヘニルアルコール以外の固形油分の融点としては、特に
限定されるものではないが、製造の容易性や製品安定性の面から、５５℃～１０５℃、好
ましくは、６０～１００℃である。固形油分としてはカルナバロウ、キャンデリラロウ、
ミツロウ、硬化ヒマシ油、ベヘニン酸、ポリエチレンワックス、マイクロクリスタリンワ
ックス、ポリエチレンワックスとマイクロクリスタリンワックスの混合ワックス、セレシ
ンワックス、固形パラフィンワックス、コメヌカロウ、フィッシャートロプシュワックス
、トリステアリン等を用いることができる。これらの固形油分は、１種または２種以上を
混合して用いてもよい。
【００２２】
　ベヘニルアルコール以外の固形油分の配合量としては、特に限定されるものではないが
、０～３５質量％、好ましくは５～２５質量％、さらに好ましくは、１０～２０質量％の
場合に良好な固化力と使用感を得られる。
【００２３】
　また、ベヘニルアルコールとベヘニルアルコール以外の固形油分との合計量としては、
２０～４０質量％が好ましい。
【００２４】
　本発明においては、上記必須成分以外に色材が配合される。色材はペンシル状化粧料に
通常用いられる色材であれば良く、粉末状でもレーキ状（油を練り込んだ状態）でもよい
。無機顔料であっても、有機顔料であっても、パール剤であってもよい。
【００２５】
　本発明のペンシル状化粧料には、上記成分に加えて必要に応じ、顔料、保湿剤、防腐剤
、酸化防止剤、香料、薬剤、溶剤等を本発明の効果を損なわない質的、量的条件下で使用
することが可能である。
【００２６】
　本発明のペンシル状化粧料としては、アイブローペンシル、アイライナーペンシルの他
に、リップペンシル、ペンシル状アイシャドー等が含まれ、特にアイブローペンシル、ア
イライナーペンシルが好適である。形態としては、ペンシル形またはシャープペンシル形
が挙げられる。中でも、樹脂軸に直接流し込む樹脂軸タイプのアイブローペンシル、アイ
ライナーペンシルが好ましい。
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【実施例】
【００２７】
　本発明について以下に実施例を挙げてさらに詳述するが、本発明はこれによりなんら限
定されるものではない。配合量は特記しない限り質量％で示す。
　実施例の説明に先立ち本発明で用いた効果試験方法について説明する。
【００２８】
（１）なめらかさ、化粧持ちのよさの評価試験
　塗布時のなめらかさおよび塗布後の化粧持ちのよさについて、パネル１０名による使用
テストを行い、パネル各人が下記評価にて７段階に評価し、それぞれの試料ごとにパネル
全員の評点合計から、その平均値を算出し、下記４段階判定基準により判定した。
　６：非常に良い
　５：良い
　４：やや良い
　３：普通
　２：やや悪い
　１：悪い
　０：非常に悪い
【００２９】
（４段階判定基準）
　５．２以上　　　　　：◎（非常に良好）
　３．２以上５．２未満：○（良好）
　１．２以上３．２未満：△（どちらともいえない～やや不良）
　１．２未満　　　　　：×（不良）
【００３０】
（２）硬さの評価試験
　硬さについて、パネル１０名による使用テストを行い、パネル各人が下記評価にて３段
階に評価し、各試料のパネル全員の評点合計から、その平均点を算出し、下記３段階判定
基準により判定した。
　０：非常に硬い、もしくは非常に脆い。
　１：やや硬い、もしくはやや脆い。
　２：ちょうどよい。
（３段階判定基準）
　１．５以上　　　：○（良好）
　１以上１．５未満：△（どちらともいえない～やや不良）
　１未満　　　　　：×（不良）
【００３１】
実施例１～３、比較例１（アイブローペンシル）
　次の表１に記載する固形油分、半固形油分、流動油分、界面活性剤および酸化防止剤を
９５～１００℃で加熱溶解し、ここに色材と体質顔料を加えて分散・混合した後、さらに
有機シリコーン樹脂液（トリメチルシロキシケイ酸－５０質量％デカメチルシクロペンタ
シロキサン溶液）とデカメチルシクロペンタシロキサンを加えて９０℃で分散・混合し、
次いで脱気後、樹脂軸に充填した。
【００３２】
　得られた実施例１～３、比較例１のアイブローペンシルのなめらかさについて、上記し
た基準で評価した。その結果を表１に示す。
【００３３】
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【表１】

【００３４】
※１：水添パーム油（安定剤含む）（５０質量％）－パーム核油（３０質量％）－パーム
油（２０質量％）、融点：４４～５０℃
※２：トリメチルシロキシケイ酸－５０質量％デカメチルシクロペンタシロキサン溶液
【００３５】
　表１から、本発明の（ｃ）成分であるヘキサヒドロキシステアリン酸ジペンタエリスリ
チル、ビスジグリセリルポリアシルアジペート－２、またはヒドロキシアルキルダイマー
ジリノレイルエーテルを用いた実施例１～３は、用いていない比較例１に比べて、塗布時
のなめらかさに優れていることが分かる。
【００３６】
実施例４～１２（アイブローペンシル）
　次の表２に記載する材料を用いて上記と同様にしてアイブローペンシルを調製した。
　得られた実施例４～１２のアイブローペンシルの塗布時のなめらかさ、塗布後の化粧持
ちのよさ、および硬さについて、上記した基準で評価した。その結果を表２に示す。
【００３７】
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【表２】

【００３８】
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※２：トリメチルシロキシケイ酸－５０質量％デカメチルシクロペンタシロキサン溶液
※３：若干のびが重い。
【００３９】
　実施例４～６は、ベヘニルアルコールの配合量を変化させたもので、実施例４はベヘニ
ルアルコールの下限値での配合であるため、若干柔らかくなっている。また実施例６はベ
ヘニルアルコールの上限値での使用であるため、若干硬くなっている。
　実施例７～９は、（ｂ）成分であるトリメチルシロキシケイ酸の配合量を変化させたも
ので、実施例７はトリメチルシロキシケイ酸の下限値での配合であるため、若干化粧持ち
に劣る結果になっている。また実施例９はトリメチルシロキシケイ酸の上限値での使用で
あるため、若干のびが重くなっている。
　実施例１０～１２は、（ｃ）成分であるヘキサヒドロキシステアリン酸ジペンタエリス
リチルの配合量を変化させたもので、実施例１０はヘキサヒドロキシステアリン酸ジペン
タエリスリチルの下限値での配合であるため、若干なめらかさに劣る結果になっている。
また実施例１２はヘキサヒドロキシステアリン酸ジペンタエリスリチルの上限値での使用
であるため、若干のびが重くなっている。
　これに対し、実施例５，８，１１（処方はいずれも同じ）は、硬さ、なめらかさ共に良
好なものとなっている。
【００４０】
　以下に、本発明のペンシル状化粧料の処方例を挙げる。本発明はこの処方例によって何
ら限定されるものではなく、特許請求の範囲によって特定されるものであることはいうま
でもない。
【００４１】
処方例１（アイブロー）
ベヘニルアルコール　　　　　　　　　　　１４．０　質量％
カルナバロウ　　　　　　　　　　　　　　　２．０
キャンデリラロウ　　　　　　　　　　　　１０．０
ミツロウ　　　　　　　　　　　　　　　　　２．０
ヘキサヒドロキシステアリン酸ジペンタエリスリチル　１０．０
セスキイソステアリン酸ソルビタン　　　　　１．０
トリメチルシロキシケイ酸－デカメチルシクロペンタシロキサン溶液　１５．０
デカメチルシクロペンタシロキサン　　　　　４．０
ジフェニルシロキシフェニルトリメチコン　　５．０
トリエチルヘキサノイン　　　　　　　　　　２．０
トコフェロール　　　　　　　　　　　　　　適量
マイカ　　　　　　　　　　　　　　　　　　残余
色材　　　　　　　　　　　　　　　　　　３２．０
【００４２】
（製造方法）
　揮発性油剤以外を９５～１００℃で融解及び攪拌混合する。次に揮発性油剤を添加し、
８０℃以上で攪拌混合し脱気後所定の容器に充填する。
【００４３】
処方例２（アイライナー）
ベヘニルアルコール　　　　　　　　１０．０　質量％
カルナバロウ　　　　　　　　　　　　２．０
キャンデリラロウ　　　　　　　　　　８．０
ビスジグリセリルポリアシルアジペート－２　１０．０
セスキイソステアリン酸ソルビタン　　１．０
トリメチルシロキシケイ酸－デカメチルシクロペンタシロキサン溶液　２２．０
デカメチルシクロペンタシロキサン　　５．０
トリエチルヘキサノイン　　　　　　　７．０
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リンゴ酸ジイソステアリル　　　　　　３．０
トコフェロール　　　　　　　　　　　適量
マイカ　　　　　　　　　　　　　　　残余
色材　　　　　　　　　　　　　　　３０．０
【００４４】
（製造方法）
　揮発性油剤以外を９５～１００℃で融解及び攪拌混合する。次に揮発性油剤を添加し、
８０℃以上で攪拌混合して脱気後、所定の容器に充填する
【００４５】
処方例３（リップライナー）
ベヘニルアルコール　　　　　　　１０．０　質量％
カルナバロウ　　　　　　　　　　　１．０
キャンデリラロウ　　　　　　　　１０．０
ヒドロキシアルキルダイマージリノレイルエーテル　１５．０
トリメチルシロキシケイ酸－デカメチルシクロペンタシロキサン溶液　１５．０
デカメチルシクロペンタシロキサン　３．０
水添ポリイソブテン　　　　　　　　３．０
トリエチルヘキサノイン　　　　　１２．０
リンゴ酸ジイソステアリル　　　　　３．０
トコフェロール　　　　　　　　　　適量
マイカ　　　　　　　　　　　　　　残余
色材　　　　　　　　　　　　　　２５．０
【００４６】
（製造方法）
　揮発性油剤以外を９５～１００℃で融解及び攪拌混合する。次に揮発性油剤を添加し、
８０℃以上で攪拌混合して脱気後、所定の容器に充填する。
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